
年
頭
の
ご
挨
拶 
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宮
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
当
神
社
に
格
別
の
御
尊
神
と
御
篤
志
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
五
年
の
「
癸
卯
」（
み
ず
の
と 

う
）
の
年
頭
に

あ
た
り
、
中
町
奉
賛
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
秩
父
地
域

の
ま
す
ま
す
の
隆
昌
と
安
寧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

中
国
の
古
い
思
想
「
陰
陽
五
行
説
」
に
よ
れ
ば
、

「
癸
（
み
ず
の
と
）
」
は
「
水
の
弟
」
つ
ま
り
「
水
の

陰
」
を
示
す
文
字
。
雨
や
露
、
霧
な
ど
、
静
か
で
温
か

い
大
地
を
潤
す
恵
み
の
水
で
、
生
命
の
終
わ
り
を
意
味

す
る
と
と
も
に
、
次
の
新
た
な
生
命
が
成
長
し
始
め
て

い
る
状
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
卯
」
は
「
木
の
陰
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
草

木
が
地
面
を
覆
う
よ
う
に
な
っ
た
状
態
を
表
し
、
萌
え

出
る
春
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
干
支
で
す
。 

よ
っ
て
「
癸
卯
」
は
、「
寒
気
が
緩
み
、
萌
芽
を
促

す
年
」。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
停
滞
し
続
け
て
い
た
世
の

中
に
、
そ
ろ
そ
ろ
希
望
が
芽
吹
く
春
が
や
っ
て
く
る
こ

と
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
自
身
の
力
が
試
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
た
め
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
道
を
開

く
鍵
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
希
望
が
芽
吹
く
春
が
訪

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
三
年
前
か
ら
世
界
中
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
は
、
一
度
は
収
束
の
兆
し
を
見
せ
た
も
の
の

未
だ
猛
威
を
振
る
っ
て
は
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
、
秩
父
地
域
に
お
い
て
も
、
数
年
に
わ
た

り
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
数
々
の
催
事
や
伝
統
行
事

が
復
活
し
、
昨
年
は
三
年
ぶ
り
に
秩
父
神
社
の
例
大
祭

（
秩
父
夜
祭
）
で
の
屋
台
・
笠
鉾
の
曳
行
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
粛
つ
づ
き
で
活
気
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
私
た

ち
の
魂
を
奮
い
立
た
せ
る
行
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
た

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。 

当
社
に
お
い
て
も
、
既
に
三
年
に
わ
た
り
、
恒
例
の

祭
典
・
神
事
を
厳
修
し
つ
つ
も
、
感
染
拡
大
防
止
の
見

地
よ
り
、
遠
方
か
ら
の
崇
敬
者
の
参
列
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
な
ど
祭
典
の
規
模
を
縮
小
し
、
ま
た
奉
納
演
奏
や

玉
串
拝
礼
、
直
会
を
省
略
す
る
な
ど
の
対
応
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
少
し
ず
つ
従
前
の

形
に
戻
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
万
全
の

感
染
対
策
を
整
え
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
ぜ
ひ
お
運
び

い
た
だ
き
、
神
仏
へ
の
祈
り
を
共
有
し
て
頂
け
れ
ば
誠

に
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

【
白
兔
の
絵
馬
奉
納
】 

秩
父
第
二
中
学
校
の
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
、

今
年
の
干
支
「
癸
卯
」
に
因
ん
で
、
躍
動
す
る
白
兔
を
描

い
た
立
派
な
巨
大
絵
馬
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

秩
父
盆
地
の
雲
海
の
上
を
元
気
よ
く
飛
び
跳
ね
る
姿

は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
、
参
拝
さ
れ
た
方
々
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

奉
納
祭
の
様
子
は
、
去
る
十
二
月
三
十
日
の
読
売
新

聞
（
朝
刊
）
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た 

【
今
年
度
の
行
事
予
定
】 

◎
立
春
祭
（
二
月
四
日
） 

秩
父
神
社
で
は
、
毎
年
二
月
三
日
「
節
分
追
儺
祭
」
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
宮
神
社
で
は
翌
二
月

四
日
に｢

立
春
祭｣

を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
社
で
は
、
立
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
神
職
・
崇
敬

者
に
よ
り
新
年
一
月
五
日
よ
り
三
十
日
間
に
亙
る
「
寒

行
」
に
入
り
、
二
月
三
日
（
節
分
）
を
以
っ
て
満
行
を
迎

え
、
二
月
四
日
の
「
立
春
祭
」
に
お
き
ま
し
て
皆
様
の
ご

安
泰
・
ご
開
運
を
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

立
春
祭
に
あ
わ
せ
て
頒
布
さ
れ
る
『
立
春
大
吉
』
の
護

符
は
、
春
の
到
来
を
喜
び
、
災
厄
と
招
福
を
願
う
も
の
。

当
社
で
は
、
数
多
の
神
々
を
産
み
給
う
た
伊
邪
那
岐
（
イ

ザ
ナ
ギ
）・
伊
邪
那
美
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
二
神
の
お
力
を

も
っ
て
春
を
招
き
入
れ
ま
す
。 

こ
の
護
符
は
、
左
右
対
称
で
、
表
か
ら
見
て
も
裏
か
ら

見
て
も
『
立
春
大
吉
』
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
札

を
貼
っ
て
お
く
と
、
邪
鬼
が
中
に
入
っ
て
き
て
も
、
ふ
と

振
り
返
る
と
同
じ
よ
う
に
『
立
春
大
吉
』
と
書
い
て
あ
る

の
で
、
逆
戻
り
し
て
出
て
行
き
、
一
年
間
を
平
穏
無
事
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
謂
わ
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

     ◎
中
町
三
社
祭
（
三
月
二
十
一
日
） 

地
元
中
町
会
・
東
町
会
及
び
秩
父
市
消
防
団
に
よ
る

火
伏
（
火
難
除
け
祈
願
）
の
お
祭
り
で
す
。 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
三
月
二
十
一
日
、
中
町

を
火
元
に
発
生
し
た
「
秩
父
大
火
」
は
、
秩
父
（
当
時
は

「
大
宮
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）
の
市
街
地
約
四
万

坪
四
百
四
拾
七
棟
を
焼
け
尽
く
し
ま
し
た
。 

秩
父 

今 

宮 

神 

社 
 

奉
賛
会
だ
よ
り 

（
令
和
五
年
正
月
号
） 

  



二
度
と
こ
の
よ
う
な
災
禍
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
翌

年
三
月
、
今
宮
神
社
境
内
摂
社
に
、
火
伏
の
霊
験
あ
る 

 

「
秋
葉
大
神
」
を
祀
り
、
以
来
百
四
十
四
年
も
の
長
き
に

亘
り
、
毎
年
、
大
火
の
あ
っ

た
こ
の
日
、
地
元
町
会
や

消
防
団
を
中
心
と
し
て
、

火
伏
の
神
様
（
秋
葉
大
神
・

古
峯
大
神
・
三
峯
大
神
）
に

防
災
を
祈
願
す
る
お
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
す
。 

            

◎
龍
神
祭
（
四
月
四
日
午
前
） 

当
社
の
霊
池
に
祀
ら
れ
た
八
大
龍
王

神
の
ご
神
徳
に
感
謝
す
る
お
祭
で
す
。 

龍
神
祭
は
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令

以
来
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

四
年(

一
九
九
二
年)

に
復
活
し
ま
し
た
。

毎
年
四
月
四
日
午
前
に
、
龍
神
様
を
慕

わ
れ
る
多
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
ら
の
参

列
の
も
と
、
盛
大
に
祭
典
が
執
り
行
わ

れ
、
ご
神
前
に
て
、
巫
女
に
よ
る
舞
や
奉
納
演
奏
な
ど
が

献
上
さ
れ
ま
す
。 

八
大
龍
王
神
の
ご
神
徳
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
世
の

中
の
安
寧
と
五
穀
豊
穣
、
氏
子
・
崇
敬
者
・
関
係
者
ら
の

無
病
息
災
な
ど
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

◎
水
分
祭
（
四
月
四
日
午
後
） 

水
分
（
み
く
ま
り
）
神
事
は
、
秩
父
神
社
で
お
こ
な
わ

れ
る
御
田
植
神
事
に
先
立
ち
、
秩
父
神
社
に
龍
神
池
の

御
神
水
を
授
与
す
る
神
事
で
す 

秩
父
神
社
か
ら
神
官
・
伶
人
・
作
家
老
・
神
部
ら
か
ら

な
る
御
神
幸
行
列
が
当
社
を
訪
れ
「
水
乞
い
」
を
行
い
ま

す
。
当
社
の
宮
司
か
ら
秩
父
神
社
に
、
当
社
の
龍
神
の
御

分
霊
を
『
水
麻
（
み
ず
ぬ
さ
）』(

龍
神
様
の
御
神
徳
）
と

し
て
授
与
し
ま
す
。
秩
父
神
社
は
、
こ
の
水
麻
を
奉
斎
し

て
秩
父
神
社
に
持
ち
帰
り
ま
す
。 

秩
父
神
社
で
は
授
与
さ
れ
た
水
麻
を
、
田
の
水
口
を

か
た
ど
る
「
藁
の
龍
神
」
の
頭
部
に
奉
り
ま
す
。
す
る
と
、

境
内
の
敷
石
に
龍
神
様
の
御
神
霊
が
行
き
渡
り
、
そ
こ

は
一
面
の
水
田
と
見
立
て
ら
れ
、
神
部
ら
に
よ
っ
て
御

田
植
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
藁
の
龍
神
」
は
、
毎
年
十
二
月
三
日
の
秩
父
神

社
の
例
大
祭
（
秩
父
夜
祭
）
の
際
、
大
真
榊
を
立
て
る
榊

樽
に
巻
き
付
け
ら
れ
、
神
輿
・
笠
鉾
・
屋
台
の
行
列
と
と

も
に
お
旅
所
へ
供
奉
さ
れ
ま
す
。
武
甲
山
に
鎮
ま
る
山

の
神
が
、
春
に
里
へ
下
っ
て
人
々
に
豊
か
な
稔
り
を
も

た
ら
し
た
あ
と
、
冬
の
は
じ
め
に
再
び
山
に
帰
る
こ
と

を
象
徴
す
る
も
の
で
、
古
代
日
本
の
祭
祀
形
態
を
今
日

に
伝
え
る
も
の
で
す
。 

◎
役
尊
神
祭
（
六
月
四
日
） 

秩
父
霊
場
の
開
祖
で
あ
り
、
ま
た
今
宮
坊
の
開
基
で

も
あ
る
役
小
角
大
神
（
役
行
者
）
の
御
聖
徳
を
偲
ぶ
お
祭

り
。
毎
年
、
役
行
者
の
縁
日
で
あ
る
六
月
七
日
に
最
も
近

い
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
、
役
尊
神
祠
（
行
者
堂
）
正

面
に
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

明
治
政
府
の
修
験
道
禁
止
令
以
降
中
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
御
神
示
に
よ
り
平
成
七
年
以
降
再
び
斎
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

祝
詞
奏
上
に
続
い
て
「
特
別
護
摩
供
」
が
執
り
お
こ
な

わ
れ
、
導
師
に
よ
る
護
摩
と
読
経
の
中
で
参
列
者
に
よ

る
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま
す
。
神
道
神
事
に
こ
の
よ
う
な

神
仏
習
合
の
形
式
は
い
ま
で
は
珍
し
く
、
貴
重
な
祭
祀

の
ひ
と
つ
で
す
。 

◎
大
祓
神
事
（
六
月
晦
日
・
十
二
月
晦
日
） 

年
に
二
度
、
六
月
と
十
二
月
の
晦
日(

月
の
最
後
の
日)

に
お
こ
な
わ
れ
る
神
事
で
、
半
年
間
に
身
に
つ
い
た
罪

穢
を
祓
う
た
め
に
行
う
神
事
で
す
。
夏
の
大
祓
を
「
夏
越

の
祓
」、
冬
の
大
祓
を
「
年
越
の
祓
」
と
呼
び
ま
す
。 

当
社
で
は
氏
子
・
崇
敬
者
に
予
め
配
布
し
た
人
形(

ひ

と
か
た)

に
罪
穢
れ
や
災
厄
を
移
し
、
火
・
水
の
霊
力
に

て
祓
い
清
め
、
身
も
心
も
新
た
に
、
明
る
く
正
し
い
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
祈
願
し
ま
す
。 

◎
例
大
祭
（
九
月
二
十
八
日
） 

当
社
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
伊
邪
那
岐
大
神
・
伊
邪

那
美
大
神
・
須
佐
之
男
大
神
・
宮
中
八
神
（
御
巫
八
神
）

の
御
神
徳
を
仰
ぎ
、
そ
の
御

神
恵
に
感
謝
す
る
お
祭
で

毎
年
九
月
二
十
八
日
に
本

殿
に
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

神
々
へ
の
礼
拝
を
通
じ
、

日
頃
の
ご
加
護
に
対
し
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

る
一
年
の
無
病
息
災
を
祈

願
い
た
し
ま
す 

 


